



















































































































	第1章 計画の基礎的考え方
	1. 地域農業開発計画を定義づけよう
	1-1. 何のために地域農業計画を策定するのか？
	1-2. 計画にはだれが関係してくるのか？
	1-3. 計画の対象エリアはどこか？
	1-4. 計画の対象年度はいつなのか？
	1-5. 何が問題なのか？つまり何を計画の課題とするのか？
	1-6. いかに計画をたてるか？

	2. 計画策定の条件をつくる
	2-1. どのレベルに応じた計画をつくるか？
	2-2. 計画できることは何なのか？
	2-3. 方法論的な手順をつくる
	2-4. 計画プロセスを組む

	3. いいプランとはなにか
	3-1. 評価の対象
	3-2. だれが評価をするのか
	3-3. Updatingとは
	3-4. いくつかの評価項目


	第2章 計画の手法
	1. 計画内容
	1-1. 作業ユニット－1
	1-2. 作業ユニット－2
	1-3. 作業ユニット－3
	1-4. 作業ユニット－4

	2. 方法論
	2-1. 当該地域の位置づけ
	2-2. 開発の目的と解決へのアプローチ
	2-3. 策定作業の目標
	2-4. 考え方の筋道
	2-5. 具体的方法

	3. 計画プロセス
	3-1. 問題点の発見プロセス
	3-2. 開発目標の設定プロセス
	3-3. 開発手段の設定プロセス
	3-4. プロジェクトの発見プロセス

	4. 問題点発見の体系化
	4-1. スタディの概要
	4-2. 計画プロセス
	4-3. インプットデータの内容と診断方法
	4-4. 因果連鎖図

	5. 開発目標設定の体系化
	5-1. スタディの概要
	5-2. 計画プロセス
	5-3. 目標体系図
	5-4. マクロフレームのつくり方
	5-5. 開発目標の設定方法

	6. 開発戦略設定の体系化
	6-1. スタディの概要
	6-2. 計画プロセス
	6-3. 目的一手段体系のつくり方
	6-4. 戦略を評価する
	6-5. 戦略を組む

	7. プロジェクト発見の体系化
	7-1. スタディの概要
	7-2. 計画フローチャート
	7-3. マスタープランの成果物の内容
	7-4. プロジェクトの評価



